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安全ケアシステム開発学特講 

Advanced Lecture/Seminar on Development of Safety Nursinng Care System 

  開講年次：1 年次（前期）  単位数：２単位 

 

○内田 宏美：基礎看護学講座 教授 

津本 優子：基礎看護学講座 准教授 

                 石垣 恭子：兵庫県立大学応用情報科学研究科 教授 

                  原  祥子：地域・老年看護学講座 教授 

                 小笹 美子：地域・老年看護学講座 教授 

 

１．科目の教育方針・教育の目的 

 超高齢社会を支える包括ケアのネットワーキングにおいて、ケアの質・安全を保障する観点

から、ケアサービス提供にかかる課題を探究する。超高齢社会における様々な健康課題に対し

て、保健医療福祉看護関連の制度政策の提案も視野に入れて、安全で質の高いケアを組織的・

系統的に提供するためのケア提供方法や人材育成・活用、包括ケアにおける安全システムの開

発とリーダーシップ、包括ケアにおけるケア情報システムの開発等々、ケアの質・安全と社会

システムとの関係を多角的に探索し、超高齢社会を支える安全ケアシステムの開発や理論開発

の方向性を見出す。 

 

２．教育目標 

１）超高齢社会のケアを包括的に支援するシステム構築の必要と意義、開発上の課題を明らか

にする。 

２）超高齢社会のケア包括支援システム構築における、看護情報システム導入・活用の在り方、

開発の方向性と課題を明らかにする。 

３）安全ケアシステムを基盤としたケア包括支援システム構築のあり方と課題、効果的な運用

について検討する。 

４）上記をとおして、超高齢社会における安全ケアシステム開発上の研究課題を探索する。 

 

３．教育の方法、進め方、評価等 

【進め方】 講義および学生のプレゼンテーション、討論によって進める。 

【知の統合】最終回に、超高齢社会看護開発学との合同セッションを持ち、｢超高齢社会看護学｣

の知の構造化を図る。 

【評価】プレゼンテーション、レポートの緻密さ･的確さ･論理性等により総合的に判断。 

 

４．テキスト（テキストは指定しない。関連図書、関連の学術論文等を適宜提示する。） 

【参考図書】 

１）井部俊子・中西睦子監修『看護管理学習テキスト①－⑦』日本看護協会出版会 

２）Rebecca.A.Patronis Jones 『Nursing Leadership and Management -―Theories, 

Processes and Practice』F.A.DAVIS COMPANY, 2007 

３）R.Curtis『Integrated Care: Applying Theory to Practice』 

４）筒井孝子『地域包括ケアシステム構築のためのマネジメント戦略―integrated care の理

論とその応用』中央法規、2014 

５）American Society for Healthcare Risk Management (ASHRM) (著), Roberta Carroll 

(編集)：Risk Management Handbook for Health Care Organizations, 3 Volume Set，

2010 
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５．教育内容                   （原則として 18:00～19:30 開講） 

回 月日 内     容 講師 

※ 各単元で、国内外の文献をクリティークし、超高齢社会を安全管理の観点から    支え

るケアシステム開発上の研究課題を探究する。 

１ 

4/17 

16:00 

~21:00 

・integrated care（包括ケア）のネットワークにおける安全管理システム

の現状 

・包括ケアシステムにおける安全管理システム開発上の課題 

・ケアサービスの標準化とケアの質・安全保証 

・包括ケアのネットワークへの安全管理システム導入戦略 

・安全管理システム稼働によるケアの質評価指標の検討 

・包括ケアシステムにおける安全管理者育成戦略と課題 

・ネットワーク組織論､変革理論､リーダーシップ理論の包括ケアシステム

への適用と課題 

内田 

2 

3 

4 

5/22 

16:00 

~21:00 

5 

６  

7 5/29 ・包括ケアにおける看護管理者のリーダーシップ能力開発戦略と課題 内田 

8 6/5 
・療養型医療施設における看護・介護職の実践能力を向上するケア評価シ

ステムの開発 
石垣 

9 6/12 ・超高齢社会における看護情報システム構築戦略と課題 津本 

10 6/19 
・地域賦活ケアにおける保健医療福祉情報管理システム構築におけるケア

の質・安全保証の戦略と課題 
石垣 

11 6/26 
・超高齢社会における安全で質の高い看護実践を支援するための看護情報

システム開発戦略と課題 

・看護情報システムと安全管理システムとの有機的連動によるケアの質・

安全保証戦略と課題 

津本 12 7/3 

13 7/10 

14 

7/24 

18:00~ 

21:00 

総括：超高齢社会における健康課題と健康支援システムを安全管理の観点

から、保健･医療･福祉の有機的連携による安全で質の高いケア提供シ

ステム開発のための研究課題を明らかにし、超高齢看護開発特講との

融合による｢超高齢看護学｣を展望する。 

内田 

津本 

原 

小笹 15 
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【医理工農連携プログラム開設科目】  

 

 

臨床医学と社会・環境医学への高度情報学の応用 
Point of contact between Clinical, Social and Environmental  

 Medicine and Advanced Informatics 

単位数：２単位  

 

○長井 篤 教授：医学系研究科医科学専攻 臨床検査医学  

並河 徹 教授：医学系研究科医科学専攻 病態病理学  

津本周作 教授：医学系研究科医科学専攻 医療情報学  

神田秀幸  教授：医学系研究科医科学専攻 環境保健医学 

磯村 実 講師：医学系研究科医科学専攻 病態病理学  

山﨑雅之 学内講師：医学系研究科医科学専攻 環境予防医学  

○平川正人 教授：総合理工学研究科総合理工学専攻 情報システム学  

石賀裕明 教授：総合理工学研究科総合理工学専攻 地球資源環境学 

廣冨哲也 准教授：総合理工学研究科総合理工学専攻 情報システム学  

 

１．科目の教育方針  

高度情報学に関する人間および環境との係わり、それらの研究の動向などについて、情

報工学の基礎から現代社会での活用事例まで、講義・セミナー等において学ぶ。さらにそ

の医学への応用については医学情報の持つ基礎的性格を理解し、がんを含む生活習慣病の

遺伝学や疫学的研究手法を学ぶことで社会・環境医学の研究法とシステムを学ぶ。また、

臨床現場で活用されている疫学や臨床検査学の研究方法、医療サービス設計などを理解す

る。基礎知識から臨床応用への発展を段階的に理解できるようにオムニバス形式の講義・

セミナーで学ぶ。  

 

２．教育目標  

一般目標 general instructional objectives 

１）情報技術の現状と展望について理解できる。  

２）情報と環境との係わりを理解できる。  

３）医学情報の個人情報保護、疫学的な特徴、医療サービス設計への応用を理解できる。  

４）医学情報からのデータマイニングの方法を理解できる。  

５）医学情報を用いたがんを含む生活習慣病の遺伝学、臨床検査学への応用を理解でき

る。 

行動目標 specific behavioral objectives 

１）利用者から捉えた最近の情報処理技術の動向について理解できる。  

２）情報との係わりの上で環境問題の現状について概説できる。  

３）医学情報の個人情報保護、疫学的な特徴、医療サービス設計への応用を説明できる。  

４）医学情報からのデータマイニングの方法を説明できる。  

５）医学情報を用いたがんを含む生活習慣病の遺伝学、臨床検査学への応用を概説でき

る。 

 

３．教育の方法、進め方 

 講義、学生によるプレゼンテーション、討論によって進める。  

 

４．成績評価の方法  

プレゼンテーションの内容、討論への取り組み状況、課題レポート等について行動目標

の達成度を主眼に評価する。  

５．使用テキスト・参考文献  

１）福嶋義光監修：遺伝医学  やさしい系統講義 18 講、ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｻｲｴﾝｽ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、2013. 
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２）村松正實・木南凌監訳：ヒトの分子遺伝学第 4 版、ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｻｲｴﾝｽ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、2011. 

３）河合忠著：異常値の出るメカニズム第 6 版、医学書院、2013. 

４）日本臨床検査医学会ガイドライン作成委員会編集：臨床検査のガイドライン

JSLM2012、日本臨床検査医学会、2012. 

※項目ごとに適宜文献を示す。  

 

６．教育内容 

回 授業内容 担 当 

１  情報活用に向けた人間指向コンピュータデザイン  平川正人 

２ 心とコンピュータ  平川正人 

３  脳とコンピュータ  平川正人 

４ 身体とコンピュータ  平川正人 

５  センサ技術と情報処理 廣冨哲也 

６  情報通信技術とアシスティブ・テクノロジ  廣冨哲也 

７  科学的情報をもとにした環境問題の解明と対策  石賀裕明 

８  疫学資料の収集  神田秀幸 

９ 疫学資料と統計解析  神田秀幸 

１０ 生活・健康福祉システムの活用  山﨑雅之 

１１ 
生活習慣病の集団遺伝学１ 

：遺伝子はどのように生活習慣病発症にかかわるか  
並河 徹 

１２ 
 生活習慣病の集団遺伝学２ 

：生活習慣病遺伝子の同定法  
磯村 実 

１３  データマイニングの基礎  津本周作 

１４ 地理情報システムの理解と活用 神田秀幸 

１５ 

 臨床検査情報学  

1) 医学統計から導かれる臨床基準値の考え方  

2) 情報学を活用した最先端検査技術を理解する  

長井 篤 
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